
くさび型空気の経路差がどこになるか確認する。西1反射光の干渉
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•経路差が大きすぎると干渉がおきないことは知識として
知っておこう。（実際の縮尺だとガラスはもっと分厚い）
◦ガラスの間のすごくせまいすきまでできる経路差で
のみ干渉がおこることに注意して作図しよう、

1透過光の干-1
透過光も同様で
すごくせまいすきまd

八 による経路差でのみ
干渉がおこる。
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続き m番目♂十1番目1-21 ア
イ Y 経路差が2dで、途中1回位相が兀ずれている
のです
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暗線の条件式は
2d=ZX2m

⇒ 2 d = m 入

干渉の条件式を次のように解釈しよう。
m=1のとき 経路差は入・2差がで？るに
m = 2 = 2 入
m = 3 = 3 入 それが2dとなっている

？

今回 m番目の暗線の経路差が2d、でこれがm入なので
2d，こそ入

m+1番目の暗線の経路差が2d2でこれが（m+1）入なので

（ウ）となりあう線の分析時は三角形を意識しよう。
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きながきどらなだ。
この形で示すと

d2-1、=1_？
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dと入の関係は干渉の条件から考えて
2(da-d,）=入

"Tが経躞
はなで

入のびている。
1くしらたとりの
往復分

⇒
2にいう
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こ れ に いいの式 d 2 - d、 = lt a nAを代入して

2 l t anA=入
i . l = i n = i n E 2こい

に）

（オ 経路差をn倍して干渉の条件を考える必要があり、
(I）でたてた2(d2-d.）=入 の条件が

2n(d2-di)=入
⅔で図形的な関係l

tan日= d2-d、は変わらず
l 'tan日=d2-di

とな
2式を連立して
2 n l ' ta n A=入
i . l ' = z n t きmin き て、すいか


